1930年代の経済学再考 (菱山泉教授記念号) by 伊東, 光晴
Title1930年代の経済学再考 (菱山泉教授記念號)
Author(s)伊東, 光晴
















































































1) Econometrica， No. 1， 1932 







































本質と意義Jl(L. Robbins， An Essay on the Nature and Significance 01 
Ec印lOmicScience， 1932.)で行った間世捉起も戦後純輸学の中にあって，アメ
リカのいわゆる新古典経済学を中心に立持を広大した。














うのは， J. s ミルの経済学をとっても， A. -"7←シャノレの経済学の体系をとっ
てもそのl↓'1区には分配諭が置かれていたからである。
いま， J. S ミルの社会科学体系を見るならば，かれは1843年その著『論，'E
学体系』において，社会科学二分法を確立し，歴史の進歩を，人間知性の向上
を動囚とする与件変化をとり扱かう一般社会学にゆだね，その与件青固定し，
3) L. ，-.ピンズ「経世ヤー詳の本質と?古詩』辻六J'i;味n凡 25へージ。
)，4 Cl34) 員t139省第l場
そのもとでの政治と経済の動きを解明する特殊社会学としてベンタム政治学，
























，1) A マ シ γル. J. Sζ ルの体系については，伊京光附「展開政策体系としての理論の確
立J(内問説彦他『経済学史」抗出書房『経済学全集.n3， 287~291ベ ジ参，附ロ)
5) ロビンス上掲辺 約二版。著者出言参同.

























6) J. M. Keyncs， The Collected Writings of John Mαynard K，りnes，Vol. XIV， p.:1， 
7) .T M. Kcyn国 ，ibid.， p.300 









した。ミ ゼス(L.E. Mises)のもとに学んだハイエク (F. v. Hayek) が
1931年から括的され190年まで講義を続けたのはその象徴であった。若いヒッ
グ7.(J. R. Hicks)はζこでヲルラ y、(L.Walras) の一般均衡諭を学びつつ
あった。こう Lた中にあってロピYズばウムーパー (M.Weber) の考えを援
用しながら，とうした主張を行ったのであった。
ケインズ『一般理論』形成史を考えると，こうしてロンド y ・7、クー ノレに招
かれたハイエクを問にはさんで， λ ラッファ (P_Sm!!a)対ハイェク，ケイン
ス対ハイエクの論争が31年初めに展開されへ その実それがケインス対スラッ
ファの対話となって「一般理論』の中に結実してゆくこと，ロピンλがハイエ










10) L. Ro、bin.s，Autobiography 0/ an Economist， 1971. p. 151 この点につLては!担)I-，i¥弘民
に指摘された.なお山中正叶青・問中秀夫制沢IlF.A ハイエク 市場知峨 自由』の日中氏の
泊予前主主l照。




第三O~不完全競争論のfE場 l土，多くの学説史が語るように， Jロ!イγ ソンの
『不完全競争の径済学Jl(Joan Robinson. The Economic 01 !mperfectじom
ρetition， 1933) とチエンパリンの『独 l片的競争の理論~ (E. H. Chamberlin， 









日劫車の台欽で電気Jl~，明の総費用を剖れ(f. ，単位当りの照明訟は減少1 る。 ι
の問題に新しい見解を示す乙とによって，月ラッファは競争よりも需要が企業
規模の拡大を制約Fる要国ではなし、かと結論するのである1ヘ」
スラップァの「競争的条件のもとにおける収益法則J，(P. Sraffa， The Lavvs 





11) P. Samuelson， Ec間的ucs.11th. ed.， 1980 邦訳4ベ凡





















ケインズの『一般理論』の形成に協力していくカーンは， 1929年 1 フエロ に






13) 菱山県「ケンブリッジ苧派」杉原凹郎ー 菱山泉他『限界革命の経済思怨」所収， 174~177 へ
ーシ























































という独 I~î の理論の応用で解決したのである。そこには，ヵ γの実証のよう
に限界費用油線が水平であるか，あるいは右下りかの問題はあっても，平均費
用!町線は右下り一一つまり現実はJI5!.君主JhTI減の状態ではないという共通認識が存
在していた。ハロッドはその「景気循環論j(R. F. Harrod， Trade Cycle 
An Essay， 1936)において吉;いている["収穫逓減の法則ノ もはや，'"'<ノレサ
スを復活させる時代ではないだろう Jl(;)と。
15) Canterbery邦訳， 176ベーこん
16) R. F. Harrod， Trade Cycle， rλ43 







までもない。ケイ Yスの『雇用・利子および貨幣の一般理論~ (J. M. Keyn回，





力者ともいうべき地位にあったカ ンの『一般理論の形成~ (R. Kahn， The 




















築され ζいる よのことを明らかにしたのが，宮崎義氏との共著 (Wケイン
ズ 般理論ヨンメ γ タ ノレ~ 1961年〉が試みたひとつの強調点であった。それ


















18) Keynes， General Theoグ.Yp. 293 
19) Klein. Keynesian Revolutiol1， p. 199， (36)式会問。


























20) Keynes， General Theory， p.55， i'-l.:2 . i-i なわちイ(N)~1 となる」参l開



























22) HaロoJ，The Llfe 01 John M，α:ynard Keynes， 1951， p.452 
23) 浅野栄 j よ掲古， 167~169ペーシ参伊噌



























24) Keyncs， Genelα1 Theory， p. 107 























ノJーンが「間内投資と失業との関係J(The Relali凶 u[Home InvesllllenL lo 
Uncmployment. Economic Journal， 1931.)において提起した雇用乗数(カ
ン自身l士乗数と L、う表現はとっていなしウが，ケインズに与えた影響は大きしh
25) Keynes， The Collected Writings， XIV. p. 296r-.J7， p.299~300. 193E年7月4日と16日づけ
ハロッド宛の手紙，3.~1札







済学Jj-~亡の通常のアメリブJ の教科古が行っている波及論的乗数理解である u 投
手fの増加が行なわれたとす~と，それが所得の第一次増加を生み 7 その一部が
消費されし，それが有効需要の増加となり，所得の第三次増加をと十む等々の彼及
















2fi) サムエルソン，上晶子北邦訳 242~ 3ヘ ン回
148 (148) 第 139巷第l号
V ヒヴケスについて
30年代の第五の新しい問題提起は， ヒックス，) u価値と資本~ 0. Hicks， 






















'27) J. Hicks， l<.'conor.ρic Perspectives， 1977. n坂砕田沢ア笠済学の思考法』の F 庁文と民間J呑
照。
























28) T. W司v引Jηils叩onand P. W. And出工e町印、れ、 〈印ed出s.)入，O:rford 
ル =ス卜原R則Ijについ亡{は立第三市札， R. L 日a1a阻ndC. l Hitch， Prlce Theory ancl susincss 
Bcbaviour 利子卒が投資にケえる影評については! と〈にl 第一立の(ui)J. E. Meade and P 












一般的でないのはカレツキの『経済変動論集JI(M. Kalecki， Essay in the The 














29) Kalecki， Essay in the Theory of Economic Fluctuations. p. 27 
30) P. Sweezy， Demand under Conditions. of Oligopoly， Journal of Political Econω7l.Y， 1939 


















































れの中心にいたケイ y ズは，~ シャノレの『経済学原理』にっし 1てハロッドに
語 J たと L、う。 r君はまだ気づかないのかい。あれはカラッポの本だよJ31)と。
そして，ケイシズのこうした考えに反換しながらも，それに同化されてし、〈
ハロッドはその晩年に書くのである。 rいわゆる需要供給の法則は，将来の経
31) Harrocl. Sociolog_v. Morals and Mystery. p. 75. j'ß~r~12吊へジ。
























32) Harrod， Ibid.. p. 76，邦訳13Cヘジo
33) Harrod， Ibiι， p.7"'-'8，邦訳132ヘジ。
34) 経済企画庁調査局『長気回復下における新たな企業行助一一企業~D到に関するアンケ l調査
報告書 」昭和拍子F-，44ベージ。


























33) Kalccki， Theοry of Ec仰仰ucDy叩 mics.1954 向的表伊東光晴訳『経済変動白羽論」
t 半3
36) 品rilリ泊三ξf4ド千代川lい:10)経済学 19剖午， 1 古墳と{，山和)
193C年代の経済7一再考 (153) 155 
係がなければならない これがスラップアが『商品による商品の生産1CP 
S四百a，Production 01 cフmmoditiesby J.i1eans 01 Commodities， 1960.) にお
いて窓図した問題官、識でおり，それは，経済主体の行動にもとずいて民閲され
る価格論と苅比される客観的価格論である。ぞれは，ちょうどケインズの来数
論が意図した，経済主体の行動がどうであろうと，それとは無関係にムしずる♂
クロ官、則に対比される客観的価格理論なのである o1!EIl:泉北三l三の意図された経
済学のひとつがそれであろう。
